
仕
事
の
経
験
と
能
力
を
地
域
で
活
か
す
！

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
岩
井
正
三
代
表
理
事
）

は
、
平
成
一
七
年
四
月
に
設
立
、
同
年
七
月
に
法
人
化
さ
れ
、
さ

い
た
ま
市
見
沼
区
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
あ
る
。
現
在

の
会
員
数
は
二
四
人
で
、
定
年
退
職
後
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
送

る
人
た
ち
が
中
心
で
あ
る
。

　
こ
の
地
域
は
東
京
の
通
勤
圏
に
あ
り
、
高
度
成
長
期
に
は
多
く

の
現
役
は
「
埼
玉
都

民
」
と
呼
ば
れ
、
地

元
に
は
寝
に
帰
る
だ

け
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
人
た
ち
に
呼
び

掛
け
、
地
元
の
小
学

生
を
対
象
と
し
た

「
菜
の
花
子
ど
も
教

室
」
や
高
齢
者
や
主

婦
を
対
象
と
し
た

「
パ
ソ
コ
ン
相
談
会
」

な
ど
を
開
き
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
つ

く
っ
て
い
る
。

　
現
役
時
代
に
は
ま

~

I

l

j

l

a

“

1

1

U

っ
た
く
縁
も
ゆ
か
り
も
な
か
っ
た
仲
間
が
集
ま
り
、
話
し
合
い
を

重
ね
、
土
に
触
れ
た
い
者
は
菜
の
花
子
ど
も
教
室
の
企
画
・
運
営

に
、
パ
ソ
コ
ン
が
得
意
な
者
は
パ
ソ
コ
ン
事
業
に
、
企
画
に
強
い

菜の花子ども教室の子どもたち

者
は
企
画
書
づ
く
り
、
経
理
に
強
い
者
は
会
計
を
と
、
仕
事
上
の

経
験
や
能
力
を
活
か
し
て
ゆ
く
仕
組
み
で
あ
る
。

　
「
菜
の
花
子
ど
も
教
室
」
の
活
動
の
基
盤
は
、
首
都
近
郊
に
残
さ

″－
－

』
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ン講座パソコ

れ
た
数
少
な
い
大
規
模
な
緑
地

空
間
「
見
沼
た
ん
ぽ
」
。
江
戸

時
代
以
来
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
や

技
術
が
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
の

土
地
で
、
普
段
自
然
と
接
す
る

機
会
の
少
な
い
子
ど
も
た
ち
に

農
業
体
験
を
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
菜
の
花
の
栽
培
を
中
心
に

野
菜
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

多
い
時
に
は
Ｉ
〇
〇
人
近
い
参

加
者
が
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し

た
活
動
を
担
う
仲
間
や
団
体
が
増
え
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組

み
な
が
ら
見
沼
た
ん
ぽ
の
遊
休
農
地
を
菜
の
花
で
埋
め
た
い
と
い

う
夢
も
あ
る
。

　
岩
井
正
三
代
表
理
事
は
、
「
会
員
か
ら
は
『
今
ま
で
地
域
の
こ
と

は
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
が
、
会
に
参
加
し
た
こ
と
で
世
界
が

広
が
っ
た
』
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
会
の
活
動
を
と

お
し
て
、
や
り
が
い
・
い
き
が
い
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
連
絡
先
）
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ム
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か
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い
合
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せ
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能
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